
２月１８日（火）に第１１グループの合同例会およびＩ．Ｍ．がザ・クレストホテル柏で行われました。

上村ガバナー補佐の点鐘により合同例会が行われた後、「地域社会とのつながりを求めて～実践

行動へ～」をテーマとしたＩ．Ｍ．が行われました。第２７９０地区ガバナーエレクトの漆原氏による基調

卓話と、各クラブの会長エレクトの紹介と発表が行われました。ホストの我孫子ロータリークラブの皆

様、設営ありがとうございました。
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～ 全員参加を目指して ～

例会・委員会活動への積極的な参加により40周年を盛り上げよう
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例会出席報告

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１ 真実かどうか
２ みんなに公平か
３ 好意と友情を深めるか
４ みんなのためになるかどうか

例会欠席の場合は前週金曜日までに必ず事務局へ

連絡をお願いします。 こちらのメールアドレスへ

ご一報ください。

kmrc@kashiwaminami.rid2790.org

例会日 会員数 出席 出席率に用いる数 ％

２月１８日 39 28 4 80.0

場所：ザ・クレストホテル柏

浅野繁 柏南ロータリークラブ会長エレクト

「地域社会とのつながりを求めて」

まず、地域社会とのつながりを求める前に、当

クラブ内におけるつながりや連動性を持たせる

ために、当クラブでは、今年度に初めて「クラブ

戦略計画委員会」を立ち上げました。現会長、

直前及びその前の会長、会長エレクト、会長ノミ

ニーが集まり、クラブの組織や今後の奉仕活動

について話し合っております。今までは、単年度

ベースで奉仕活動の計画を練っておりましたが、

今後は、つながりや連動性を重視した計画を立

てられるものかと思います。

また、当クラブは、会員の半数以上が、入会年度５年未満であり、今後、入

会年数の浅い会員が会長になっていく予定です。私もそうでしたが、会長に

なって何をしたらいいんだろうという不安からのスタートではなく、余裕を持っ

て新年度を迎えられるためにも、この委員会の必要性を感じております。

話は戻りますが、当クラブが地域社会とのつながりを求めるために、毎年、

継続的に行っている奉仕活動の主なものをご紹介させていただきます。 ①

独居老人へお花を送る「ふれあい訪問」。 ②優勝者にトロフィーを提供する

剣道大会。 ③給水所のボランティア活動を行う「ＫＡＳＨＩＷＡリレーマラソン」。

④地域の皆様をお招きする納涼例会。 独居老人へお花を送る「ふれあ

い訪問」は、社会福祉協議会の活動に協力し、一人暮らしの お年寄りのご

自宅を訪問し、お花を手渡して安否を確認する事業のお手伝いをしておりま

す。地元の小中学生が参加する剣道大会では、優勝者に当事務所が作成

したトロフィーを提供しております。父兄の方々には、大変喜ばれております。

ＫＡＳＨＩＷＡリレーマラソンでは、給水所のボランティア活動をしており、４，００

０名近い参加者が集まるため、地域の皆様にロータリークラブを知ってもらう

役目も果たしております。最後に、ここにいらっしゃる方々もご参加していただ

いたかもしれませんが、毎年、会員の家族や地域の皆様もご招待して、約２

００名近く集まり、納涼例会を開催しております。次年度も、地域社会とのつ

ながりを保つために、今申し上げた活動は継続していきたいと思っております。

また、当クラブでは、国際団体の一員として、地元だけではなくグローバルな

視野を持とうと、国際奉仕活動の一環として、昨年１０月に、地区補助金を

利用して、会員６名がケニアに行って参りました。目的は、ケニアのストリート

チルドレンに音楽や他国文化に触れてもらい、学校に行く興味や関心を持っ

てもらおうという活動です。ケニアでは空腹をまぎらわすシンナーが、パンより

も安価で手に入るため、学校に行かずにストリートチルドレンになってしまう子

供がたくさんおります。そこで、学校に行けば素晴らしい未来が待っていると

いうことを何とか知ってもらおうと活動いたしました。その際に交流を持った現

地のティーカロータリークラブとのつながりで、次年度は、グローバル補助金を

申請して、現地の医療設備を整える支援をしようと準備しております。ひとつ

の奉仕活動が、更なる奉仕活動につながるということが分かりました。また、

ケニアの方々とのやり取りを通じて学んだのが、相手が何を求めているかを考

える上で、自分たちの常識は通用しないということです。これは、今後、地元

地域の方々への奉仕活動を考える上でも、とても役に立つ経験だったと思い

ます。当クラブでは、今後も、過去の経験と新しいグローバルな視野を持って、

活動していきたいと思います。
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浅野 了 浅野 繁 麻生修平 荒木知太朗 池田 孝
井畑和士 今井 昇 大内 啓 岡田尚子 片岡達生
小髙 潔 小林義和 小林 亘 斎藤由紀 櫻井好美
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